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【目的】壮年期にある糖尿病網膜症患者が現在

の生活においてどの程度の不安を抱いている

か、また、不安に影響を与えている要因は何か

を知り、支援に生かすことを研究目的とする。

【方法】A病院に糖尿病網膜症で通院している

壮年期の患者50名を対象に、質問紙法による調

査を行い、性別、視力　糖尿病の型、同居家族

の有無、職業の有無、日常生活上の不安、網膜

症進行への不安、糖尿病管理の不安、治療に対

する不安、相談者の有無と、日本語版STAI特性

不安調査を用い合計点数および5段階で評価し

た。

【結果】対象者は男女各25名、平均年齢49.7歳

であった。STAI特性不安合計の平均値は39.5

で、段階2の程度の不安であった。「糖尿歴3年

以下」の人は4年以上の人に比べ、「一人暮ら

し」の人は家族と生活している人と比べ、「治

療に対する不安」がある人はない人に比べ、特

性不安が有意に高かった（ｐ＜0.05）。性別、

職業の有無、視力の程度、仕事の継続・日常生

活・網膜症進行・糖尿病管理の不安の有無で

は、有意差はなかった。高不安は4人（8％）

で、うち２人は、視力障害が強く仕事の継続に

支障をきたしていた。

【考察】全体として、視力が一定程度保たれて

いる集団であり、不安の程度は高くはなかっ

た。網膜症の進行や生活への影響よりも治療に

対しての不安が特性不安に関連することから、

治療を安心して継続していける看護が重要と考

える。
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